
　 　 ａ ． 地 中 梁 が 取 り 付 く 方 向 は 、 Ｍ ,Ｑ 共 、 地 中 梁 に 負 担 と す る 。

　 　 　 　 　 （ 上 記 荷 重 時 の Ｑ は 、 お お む ね 左 右 の 支 点 の 反 力 が 釣 り 合 う 状 態 で あ り 、

　 　 　 　 　 　 且 つ 、 土 間 コ ン 下 の 摩 擦 力 に て も 拘 束 効 果 が あ る と 考 え ら れ る 。 ）

　 　 ｂ ． 地 中 梁 が な い 方 向 は 、 Ｍ は 基 礎 負 担 と し 、 且 つ 杭 の 付 加 軸 力 と し て 考 慮 す る 。

　 　 　 　 ・ Ｍ は 基 礎 負 担 と し 、 且 つ 杭 の 付 加 軸 力 と し て 考 慮 す る 。

　 　 ａ ． 地 中 梁 が 取 り 付 く 方 向 は 、 地 中 梁 に 負 担 と す る 。

　 　 ｂ ． 地 中 梁 が な い 方 向 は 、 基 礎 負 担 と し 、 且 つ 杭 の 付 加 軸 力 と し て 考 慮 す る 。

 

３ ． 杭 頭 部 に 発 生 す る 曲 げ 戻 し モ ー メ ン ト

　 　 　 　 ・ Ｑ は 、 鉛 直 時 ･積 雪 時 に つ い て は 、 柱 脚 ・ 地 中 梁 に 取 り 付 く 土 間 コ ン ク リ ー ト

　 　 　 　 　 に て 拘 束 と す る 。 （ 土 間 コ ン と 躯 体 は 縁 を 切 ら ず に 施 工 ）

　 　 　 　 　 と し 且 つ 、 杭 の 付 加 軸 力 と し て 考 慮 す る 。

　 　 　 　 　 ま た 、 地 震 時 ・ 風 荷 重 時 に つ い て は 、 よ り 安 全 を 考 慮 し て Ｍ ,Ｑ 共 、 基 礎 負 担

　 　 　 　 （ 但 し 、 鉛 直 時 ・ 積 雪 時 に つ い て は 、 上 記 ２ － ｂ 同 様 の 理 由 に よ り 杭 に 水 平 力

　 　 　 　 　 は 発 生 し な い と 考 え ら れ る 。 ）

　 　  

　 　 　  

 

 

２ ． 上 部 架 構 よ り 発 生 す る Ｍ ,Ｑ
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上 部 構 造 部 分 か ら の 応 力
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基 礎 検 討 用 Ｍ

Q5=Q3+Q4
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(偏 心 Ｍ と し て 入 力 )

杭 頭 曲 げ 戻 し Ｍ に よ る 応 力＋

・ 地 中 梁 の な い 方 向 に お け る 基 礎 負 担 の 概 略 的 な モ デ ル 化
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